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安全・適正就業委員会だより

安全パトロール巡回のようす

当センターにおける事故発生状況(令和２年８月１日～１１月３０日）

令和２年度府連合会安全・適正就業推進大会

除草作業･国会図書館宿舎

安全・適正就業委員会は、安全・適正就業パトロールおよび安全講習会等を通じ、就業時および就業途上での

事故防止の取り組みを行っておりますが、残念ながら１件の事故が起こりました。 

令和２年度のこれまでの累計は６件です。 

万一事故に遭ったときは、すぐにセンターに連絡をし、その指示に従って対処してください。 

また事故後速やかにセンターの所定用紙で「事故連絡票」の提出を行ってください。 

所定用紙はセンターにありますが、ホームページから出力して印刷することもできます。 

・除草作業：小学校駐車場フェンス沿いを機械刈除草作業中、刃先により石と思われるものが飛んで、駐車中

の教員の車両後部ガラスに当たり破損させた。なお、養生ネット使用中、ネットの隅をかすめて

石が飛んだと思われる。（請負 １０月１３日） 

除草作業･光台緑地 清掃作業･かしのき苑 清掃作業･社協ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止することも検討されましたが、安全は大事な観点であるという

ことで、少人数での開催が決定し、１０月２１日(水)午後ホテルセントノーム京都で開催されました。当センタ

ーからは、安全・適正就業委員の佐和宗義副委員長と柳田職員が参加しました。 

安全・適正就業標語表彰式では、受賞された３名の方が壇上に上がり表彰式が行われました。 

表彰式後、明治国際医療大学看護学部の佐藤由美子教授による「高齢期を健やかに過ごす秘訣」という演題で

の講演が行われ、ポジティブに日々を過ごすことがいかに大事かということをお話くださいました。 

京丹後市シルバー人材センター安全適正部会事務局の北村亮介氏による「事故防止の取り組みについて」とい

う事例発表では、「他センターへの訪問などで参考にさせていただいていて、特別なことはしていない。事故が

起きてからどう対応するか。再発防止に向けて取り組み、安全に対する自覚を持ってもらう」という内容をわか

りやすく話されました。   

稲村正樹府連合会副会長より、コロナで低迷しておりますが、なんとか頑張って盛り上げていきましょう！とのあ

いさつで閉会しました。 


